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山
田
健
太

人
の
尊
厳
損
な
う
報
道

世
相
を
映
す
の
が
雑
誌
の
力

だ
。
そ
の
中
心
は
、
ま
さ
に
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
一
人
の
生
や
死
は
、
ま

さ
に
そ
の
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す

い
形
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
興

味
本
位
で
扱
う
こ
と
で
、
そ
の
人

の
尊
厳
を
損
な
う
こ
と
は
許
さ
れ

ま
い
。
そ
れ
は
編
集
者
が
最
低
限

わ
き
ま
え
る
べ
き
規
範
の
は
ず

だ
。だ

が
、
藤
圭
子
さ
ん
の
死
を
め

ぐ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
同
様
、
週
刊

誌
も
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
本
人
お
よ

び
家
族
周
辺
の
情
報
を
あ
ぶ
り
出

し
、
書
き
た
て
て
い
る
。
そ
こ
に

は
大
き
く
三
つ
の
問
題
が
あ
る
だ

ろ
う
。

一
つ
目
は
、
「
自
殺
報
道
」
の

あ
り
方
だ
。
こ
の
点
は
す
で
に
繰

り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
自
殺
報
道
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
有
名
人

の
自
殺
報
道
は
影
響
が
大
き
い
の

で
「
目
立
つ
位
置
に
掲
載
し
た
り
、

過
剰
に
報
道
を
繰
り
返
し
た
り
し

な
い
」
な
ど
の
具
体
的
な
ル
ー
ル

を
示
し
て
い
る
。
「
連
鎖
」
が
起

き
な
い
た
め
の
防
止
策
で
あ
る

が
、
８
、
９
月
発
行
号
の
各
誌
の

報
道
が
こ
れ
ら
に
反
す
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
。

二
つ
目
は
、
原
因
に
つ
い
て
一

定
の
取
材
に
は
基
づ
い
て
は
い
る

も
の
の
、
結
果
的
に
は
臆
測
の
範

囲
で
故
人
の
病
状
・
人
間
関
係
を

暴
き
立
て
て
い
る
点
だ
。

報
道
界
は
近
年
、
自
殺
の
場
合

は
原
則
匿
名
と
し
、
有
名
人
を
そ

の
例
外
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
今
回
の
場
合
は
、
母
子
と
も

に
有
名
人
で
あ
る
し
、
そ
の
家
族

も
以
前
よ
り
報
道
の
対
象
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

で
保
護
さ
れ
る
範
囲
が
通
常
よ
り

狭
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
、
と
り
わ
け
健
康
状
態
を
含
め

曖
昧
な
情
報
を
垂
れ
流
す
こ
と
の

罪
は
大
き
い
。
そ
こ
に
は
「
何
を

言
っ
て
も
訴
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
は
し

な
い
か
。

そ
し
て
三
つ
目
が
、
尊
厳
で
あ

る
。「

フ
ラ
イ
デ
ー
」
９
月

日
号

は
モ
ザ
イ
ク
を
か
け
た
上
で
は
あ

る
が
、
転
落
直
後
の
現
場
写
真
を

掲
載
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
写
真

は
、
家
族
も
見
て
い
な
い
も
の
に

違
い
な
い
。
も
し
、
ど
う
し
て
も

掲
載
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
意

味
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
な
く
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
し

に
興
味
本
位
で
掲
載
す
べ
き
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
モ
ザ
イ

ク
を
か
け
た
か
ら
許
さ
れ
る
」
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
い
せ
つ

表
現
の
そ
れ
と
は
違
う
こ
と
へ
の

理
解
が
、
決
定
的
に
欠
け
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

‖
専
修
大
学
教
授
・
言
論
法

名講演をデジタル化
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岩
波
書
店
は
、
過
去
に
開
か
れ
た
同
社
の
文

化
講
演
会
、
市
民
講
座
に
登
場
し
た
昭
和
を
代

表
す
る
文
化
人

人
の
講
演
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
来
年
１
月
か
ら
一
般
公
開
す
る
。
創
業
１

０
０
周
年
事
業
で
、
網
野
善
彦
や
大
岡
昇
平
、

中
谷
宇
吉
郎
と
い
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ

だ
。
現
在
、
ど
の
順
番
で
公
開
す
る
か
の
参
考

に
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

）
で
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
っ
て
い
る
。

文
化
講
演
会
は
１
９
５
７
年
か
ら

年
代
ま

で
、市
民
講
座
は

〜

年
に
各
地
で
開
か
れ
、

読
者
と
文
化
人
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
た
。

歴
史
、
文
学
、
憲
法
か
ら
自
然
科
学
に
至
る
ま

で
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広
い
。
一
部
は
雑
誌
や
カ
セ

ッ
ト
ブ
ッ
ク
で
公
開
さ
れ
た
も
の
の
、
大
半
は

講
演
後
、
埋
も
れ
て
い
た
「
幻
の
声
」
だ
。
１

０
０
周
年
を
機
に
、
読
者
に
還
元
し
よ
う
と
公

開
を
決
め
た
。

講
演
は
最
長
で
２
時
間
近
く
あ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
最
初
の
１
、２
分
を
試
聴
で
き
る
。

今
回
収
録
さ
れ
て
い
る
講
演
者
は
既
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、
実
際
の
声
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会

に
な
る
。

古
い
も
の
は
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
テ
ー
プ
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
の
照
合
、
著
作
権

者
の
了
解
、
音
源
の
修
復
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
作

業
は
１
本
１
カ
月
近
く
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も

担
当
の
小
松
代
和
夫
・
取
締
役
総
務
部
長
(

)

は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
媒
体
を
持
て
た

の
で
、
保
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
生
か
し
た
か

っ
た
」
と
語
る
。
講
演
の
概
要
や
、
そ
の
当
時

の
言
葉
で
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
キ
ー
ワ
ー

ド
の
説
明
を
つ
け
る
と
い
う
。

同
社
は
電
子
出
版
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
岩
波
文
庫
、
岩
波
新
書
な
ど
を
順
次
電
子

化
し
て
い
る
。し
か
し
、本
の
電
子
化
で
な
く
、

講
演
の
音
源
を
大
量
に
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
試

み
は
出
版
界
で
は
異
例
だ
。
講
演
は
全
体
で
約

１
０
０
０
本
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
素
材
は
残
っ
て

い
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
新

し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
次
々
に
送
り
込
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
過
去
に
培
っ
た
財
産
を
生
か
せ

る
の
は
、
歴
史
の
古
い
会
社
な
ら
で
は
だ
。
ネ

ッ
ト
と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
、
昭
和
の
名
講
演

が
数
十
年
ぶ
り
に
現
在
に
よ
み
が
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

【
柴
沼
均
】

中国で唯一、日本人が編集やパーソナリテ

ィーを手がけて放送されてきた若者向けラジ

オ番組が 月末で終了する。北京人民ラジオ

の「東京音楽広場」と「日本語 ！ ！塾」

だ。尖閣諸島を巡る問題で日中関係が冷え込

む中「若者が日本に好意を持つきっかけを与

えてきた」と、中国人からも終了を惜しむ声

が上がっている。 【北京・工藤哲、写真も】

電波で日中友好

ファンに惜しまれ幕
［日本人が発信 ラジオ番組］
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海外の予定は現地時間2013.9.16

□環太平洋パートナー

シップ協定（ＴＰＰ）

の首席交渉官会合

（ 日まで）

□サッカー・アジア・

チャンピオンズリー

グ準々決勝第２戦ア

ルシャバブ―柏（サ

ウジアラビア・リヤ

ド）

□ＪＲ東海がリニア中

央新幹線東京－名古

屋の詳細ルート発表

□８月訪日外国人旅行

者数

□山本一太沖縄・北方

担当相が国後、択捉

両島を訪問（ 日ま

で）

□８月の全国百貨店売

上高

□８月の主要コンビニ

売上高

□米アップルのスマー

トフォン「 」

（アイフォーン）の

新機種発売

□秋の全国交通安全運

動スタート（ 日ま

で）

□賢治祭（岩手県花巻

市）

□卓球女子ワールドカ

ップ（ 日まで、神

戸市立中央体育館）

□国際原子力機関（Ｉ

ＡＥＡ）年次総会（

日まで、オーストリ

ア・ウィーン）

□レスリング世界選手

権（ 日まで ハン

ガリー ブダペスト)

□鶴岡八幡宮流鏑馬神

事（神奈川県鎌倉市）

□８月の米鉱工業生産

指数

メルケル

首相率いるキリスト

教民主・社会同盟の

第１勢力は確実。連

立与党が過半数の議

席を取れるかが焦点

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ゲ

ー
ム
が
目
立
っ
た
昨
年
の
東

京
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ウ
‖
千
葉
市

美
浜
区
の
幕
張
メ
ッ
セ
で

10
ＴＵＥ ＷＥＤ ＴＨＵ

13
ＦＲＩ

14
ＳＡＴ
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ＭＯＮ
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ＳＵＮ

□７日の東

京開催決定

に続き国際

オリンピック委員会

は総会第２日、

年夏季五輪で実施す

る競技の最後の１枠

にレスリングを選ぶ

□東京地検

は福島第１

原発事故で

業務上過失致死傷な

どの容疑で告訴・告

発された当時の東京

電力幹部や菅直人元

首相ら 人を不起訴

□オバマ米

大統領はシ

リアの化学

兵器を国際管理する

ロシア案を受け国連

安保理で廃棄決議を

目指すと演説。シリ

ア外相も全廃を表明

□カネボウ

化粧品は美

白化粧品の

「白斑」被害につい

て外部弁護士による

調査報告書を公表。

対応の遅れを「消費

者は後回し」と批判

□安倍晋三

首相は予定

通り来年４

月に消費税率を８％

に引き上げる方針を

固めた□シリアのア

サド大統領が化学兵

器の引き渡しを表明

□プロ野球

・楽天の田

中将大投手

( )がシーズン 連

勝のプロ野球新記録

を達成。昨年８月か

らの連勝も に伸ば

し自らの記録を更新

□宇宙航空

研究開発機

構が新型固

体燃料ロケット「イ

プシロン」の打ち上

げに成功□米露外相

がシリアの化学兵器

廃棄行程で合意

□プロ野球

・ヤクルト

のウラディ

ミール・バレンティ

ン外野手( )がシー

ズン最多本塁打の

号を放ちプロ野球新

記録。 号も放った

□基準地価

□８月の貿易統計

□東京ゲームショウ

（ 日まで、千葉・

幕張メッセ）

□ドイツ総選挙

□岡山市長選告示

□テニスの東レ・パン

パシフィック・オー

プン（ 日まで、東

京・有明テニスの森

公園）

ＮＴＴド

コモが初めて取り扱

いを開始し、ソフト

バンクモバイル、Ｋ

ＤＤＩ（ａｕ）との

サービス競争に注目

□国連総会開幕（ニュ

ーヨーク）

□米連邦公開市場委員

会（ＦＯＭＣ、 日

まで）

□８月の米消費者物価

指数

□東日本大震災の津波

で幼稚園（宮城県石

巻市）の送迎バスに

乗っていた園児が死

亡した事故で、遺族

が園側の責任を問い

損害賠償を求めた訴

訟の判決（仙台地裁）

ここで切り離すと、左はＡ４、右はＡ５サイズに収まります

「
汚
染
水
」不
安
解
消
図
る

16ＭＯＮ

国際原子力機関(ＩＡＥＡ)の

年次総会開幕
ウィーン支局・

樋口直樹

原
子
力
の
平
和
利
用
と
核
兵
器
の

不
拡
散
を
目
指
す
国
際
原
子
力
機
関

(
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
)
の
年
次
総
会
が

日
、

ウ
ィ
ー
ン
で
開
幕
す
る
。
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
の
汚
染
水
漏
れ
問
題

が
深
刻
化
す
る
中
、
日
本
は
国
際
社

会
に
新
た
な
事
態
収
拾
策
を
具
体
的

に
説
明
し
理
解
を
求
め
る
。
海
洋
汚

染
の
可
能
性
に
懸
念
を
示
し
て
い
る

近
隣
国
な
ど
の
不
安
や
不
信
感
を
払

拭
で
き
る
か
が
焦
点
に
な
る
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
天
野
之
弥
事
務
局
長

は
今
月
９
日
の
定
例
理
事
会
で
、
日

本
が
凍
土
遮
水
壁
の
設
置
や
浄
化
装

置
の
開
発
な
ど
に
国
費
４
７
０
億
円

を
投
入
す
る
こ
と
を「
重
要
な
一
歩
」

と
評
価
し
た
。
だ
が
、
今
年
４
月
に

訪
日
し
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
調
査
団
が
汚
染

水
問
題
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
効
果

的
な
計
画
と
対
処
法
を
確
立
す
る
よ

う
勧
告
し
て
い
た
点
を
指
摘
す
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

日
本
の
取
り
組
み
を
理
事
ら
に
説

明
し
た
在
ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
日
本

政
府
代
表
部
の
小
沢
俊
朗
大
使
は

「
（
原
子
力
安
全
の
分
野
で
）
汚
染

水
問
題
を
取
り
上
げ
た
国
は
（
発
言

国
の
）
３
分
の
１
く
ら
い
だ
っ
た
。

特
に
近
隣
国
に
心
配
が
あ
る
」
と
語

る
。
日
本
側
は
各
国
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
「
よ

り
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
」
を
求

め
る
声
は
や
ま
な
い
。

拡
大
解
釈
に
よ
る
誤
解
を
解
く
機

会
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
総

会
に
は
原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中

俊
一
委
員
長
ら
も
出
席
。
詳
細
な
技

術
情
報
を
基
に
、
各
国
の
担
当
者
へ

事
情
を
説
明
し
た
り
、
原
発
の
安
全

管
理
の
専
門
家
ら
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い
た
り
す
る
。

中
東
の
非
核
化
へ
向
け
た
動
き
も

注
目
さ
れ
る
。
ア
ラ
ブ
諸
国
が
事
実

上
の
核
武
装
国
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対

し
、
核
拡
散
防
止
条
約
(
Ｎ
Ｐ
Ｔ
)
へ

の
加
盟
や
全
面
的
な
核
査
察
の
受
け

入
れ
を
迫
る
決
議
案
を
３
年
ぶ
り
に

提
出
す
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン

の
核
開
発
を
批
判
す
る
一
方
で
、
２

０
１
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で

合
意
さ
れ
た
中
東
非
核
化
国
際
会
議

の
実
現
に
は
消
極
的
。
決
議
案
の
提

出
に
よ
り
、
非
核
化
構
想
の
前
途
を

占
う
論
戦
が
行
わ
れ
る
見
通
し
だ
。

番
組
を
通
じ
て
感
じ
て
き
た
中

国
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
、
青
樹

さ
ん
に
聞
い
た
。

日
中
関
係
を
案
じ
る
仲
間
と
共
に
、

趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
た
日
本
企
業
の

寄
付
で
「
等
身
大
の
日
本
の
今
を
伝
え

た
い
」
と
番
組
を
続
け
て
き
た
。
で
も
、

約
７
年
の
間
に
リ
ス
ナ
ー
の
環
境
や
中

国
社
会
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

別
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
担
当
し
て
い
た

２
０
０
０
年
前
後
は
、
最
新
の
日
本
の

音
楽
を
紹
介
す
る
番
組
が
少
な
い
中
、

リ
ス
ナ
ー
は
主
に
「

後
」
（

年
代

生
ま
れ
）
だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、
彼
ら
は
親

に
し
か
ら
れ
な
が
ら
ひ
そ
か
に
日
本
の

曲
を
聴
い
て
い
た
。

小
泉
元
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題

で
反
日
機
運
が
高
ま
っ
た
時
期
も
、
若

者
た
ち
は
「
（
抗
日
ド
ラ
マ
の
）
日
本

兵
で
は
な
い
、
今
の
日
本
を
知
っ
て
い

る
」
と
い
う
思
い
を
心
の
支
え
に
し
て

い
た
。
ラ
ジ
オ
は
身
近
な
媒
体
で
、
私

は
「
お
姉
さ
ん
」
の
よ
う
な
立
場
で
交

流
が
で
き
た
。

し
か
し
現
在
は
、
リ
ス
ナ
ー
が
「

後
」
（

年
代
生
ま
れ
）
と
な
り
、
よ

り
冷
静
に
な
っ
た
。
昔
は
番
組
で
し
か

聴
け
な
か
っ
た
最
新
の
曲
が
、
今
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。
日
本
へ
の
旅
行
や
留
学
も

身
近
に
な
っ
た
。
流
行
曲
さ
え
流
せ
ば

番
組
の
フ
ァ
ン
が
増
え
る
と
い
う
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
。

リ
ス
ナ
ー
は
受
信
機
で
番
組
を
聴
く

と
い
う
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
カ
ー
ラ
ジ

オ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
。
こ
れ
は
「
聴
取
率
」
と
し
て
表

に
出
な
い
数
字
だ
が
、
聴
き
手
は
世
界

に
広
が
っ
て
お
り
、
日
中
関
係
が
悪
化

し
て
も
、
フ
ァ
ン
は
確
実
に
増
え
て
い

る
。番

組
は
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
だ
が
、
少
人
数
で
運
営
す
る

に
は
中
国
が
巨
大
で
多
様
に
な
り
過
ぎ

た
。
仕
切
り
直
す
必
要
を
感
じ
、
一
旦

中
止
を
決
意
し
た
。

中
国
は
「
近
く
て
遠
い
国
」
「
似
て

非
な
る
隣
人
」
と
言
わ
れ
る
が
、

年

前
も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
残
念
な

が
ら
「
等
身
大
の
日
本
」
が
十
分
に
伝

わ
っ
て
い
る
と
は
ま
だ
言
え
な
い
。
日

本
が
戦
後
、
贖
罪
意
識
を
抱
き
な
が

ら
中
国
に
多
く
の
支
援
を
し
て
き
た
面

は
、
ま
だ
一
般
の
中
国
人
に
は
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
中
国
人
の
イ
メ
ー
ジ
す

る
日
本
は
、
ま
だ
抗
日
ド
ラ
マ
の
「
日

本
帝
国
主
義
」
「
日
本
鬼
子
（
野
蛮
な

日
本
兵
）
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
誤

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
修
正
し
て
い
く

か
は
今
後
も
大
き
な
課
題
だ
。

番
組
の
微
博
に
は
時
々
、
か
つ
て
の

リ
ス
ナ
ー
が
｢
懐
か
し
い
｣
と
ア
ク
セ
ス

し
て
く
れ
る
。
彼
ら
が
そ
の
後
日
本
に

留
学
し
た
り
、
日
本
関
連
の
仕
事
に
つ

い
た
り
し
て
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の

救
い
だ
。

(
談
)

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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等
身
大
の
日
本
伝
え
た
く
て

パーソナリティー 青樹 明子さん

あ
お
き
・
あ
き
こ

愛
知
県
出
身
。
早
稲
田
大
大
学
院
修

了

北
京
師
範
大

北
京
語
言
大
に
留
学
し

１
９
９
８
年
か

ら
２
０
０
１
年
ま
で
中
国
国
際
放
送
局
勤
務

著
書

訳
書
に

｢
上
海

か
た
つ
む
り
の
家
｣｢
『
小
皇
帝
』
世
代
の
中
国
｣
な
ど

「ザ・タイガース」のメンバー、瞳みのるさん（右）を

ゲストに迎え、「東京音楽広場」を収録する青樹明子さ

ん（左）。中央は蘇然さん‖北京人民ラジオで５日午後

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
我
是
明
子
（
私

は
明
子
で
す
）
。
東
京
音
楽
広
場
の
時
間

で
す
」
。
９
月
５
日
午
後
、
北
京
・
建
国

門
に
近
い
北
京
人
民
ラ
ジ
オ
３
階
の
ス
タ

ジ
オ
で
番
組
の
収
録
が
始
ま
っ
た
。
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
中
国
国
際
放
送
局
（
北

京
放
送
）
で
も
ラ
ジ
オ
番
組
を
担
当
し
た

経
験
を
持
つ
青
樹
明
子
さ
ん
。
湖
南
大
学

で
日
本
語
を
学
ん
だ
蘇
然
さ
ん
(

)
と
の

軽
快
な
会
話
が
続
く
。
こ
の
日
は
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
「
ザ
・
タ

イ
ガ
ー
ス
」
の
ド
ラ
マ
ー
で
中
国
文
学
研

究
者
の
瞳
み
の
る
さ
ん
(

)
が
出
演
。

月
の
復
活
公
演
や
出
版
予
定
の
著
書
が
話

題
に
な
っ
た
。

「
東
京
音
楽
広
場
」
は
２
０
０
６
年

月
末
に
始
ま
っ
た
。
き
っ
か
け
は
小
泉
純

一
郎
元
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
を
巡

る

年
の
反
日
デ
モ
。
参
加
者
の
多
く
が

１
９
８
０
年
代
生
ま
れ
の
若
者
だ
っ
た
。

日
本
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
加
え
、
流
行
や
習
慣

を
中
国
で
発
信
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。

中
国
駐
在
経
験
を
持
つ
邦
人
ら
が
中
国
側

と
調
整
。
北
京
の
ラ
ジ
オ
リ
ス
ナ
ー
の
７

割
が
聴
く
と
さ
れ
、
河
北
省
や
天
津
市
、

山
西
省
に
も
電
波
が
届
く
同
ラ
ジ
オ
が
協

力
し
た
。
日
本
企
業
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

や
三
菱
商
事
、
全
日
空
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
、
東
芝
が
支
援
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

に
駐
中
国
大
使
や
歌
手
の
平
原
綾
香
さ
ん

ら
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
。

番
組
の
普
段
の
テ
ー
マ
は
日
本
の
暦
や

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い
っ
た
流
行
語
の

解
説
だ
。
「
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」

や
「
嵐
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
も
流
れ
る
。

１
時
間
の
番
組
構
成
は
、
約

曲
の
流

行
曲
に
加
え
、
日
本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
な
ど
。
青
樹
さ
ん
は

番
組
の
脚
本
・
出
演
、
営
業
活
動
を
一
手

に
引
き
受
け
て
き
た
。
放
送
は
当
初
週
１

回
だ
っ
た
が
、

年
か
ら
は
２
回
（
１
回

は
再
放
送
）
に
増
え
た
。

こ
の
再
放
送
枠
を
利
用
し
、

年
７
月

か
ら
は
日
本
語
講
座
番
組
「
日
本
語
Ｇ
ｏ

！
Ｇ
ｏ
！
塾
」
を
開
始
。
日
本
で
の
旅
行

を
想
定
し
た
会
話
や
昔
話
の
朗
読
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
。

番
組
を
紹
介
す
る
青
樹
さ
ん
の
中
国
版

ツ
イ
ッ
タ
ー
「
微
博
」
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
（
閲

覧
者
）
は
９
万
を
超
え
る
。
多
く
は
、
青

樹
さ
ん
が
中
国
国
際
放
送
局
勤
務
時
代
に

出
演
し
た
ラ
ジ
オ
番
組
の
フ
ァ
ン
や
、
日

本
語
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
だ
。

尖
閣
諸
島
国
有
化
問
題
を
き
っ
か
け
に

昨
年
８
〜
９
月
に
反
日
デ
モ
が
激
化
し
た

際
、
中
国
各
地
の
ラ
ジ
オ
局
に
は
日
本
関

連
の
放
送
を
禁
じ
る
通
達
が
出
さ
れ
た
。

番
組
は
１
週
だ
け
中
止
に
な
っ
た
が
、
そ

の
後
も
続
け
ら
れ
た
。

北
京
で
は
マ
イ
カ
ー
通
勤
が
急
速
に
広

が
り
、
車
中
で
聴
く
人
は
増
え
続
け
て
い

る
。
華
僑
ら
中
国
国
外
の
リ
ス
ナ
ー
も
多

く
な
っ
た
。
だ
が
要
望
は
、
懐
メ
ロ
か
ら

リ
リ
ー
ス
直
後
の
曲
ま
で
幅
広
く
な
る
一

方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
ス
ナ
ー
が
増
え
、

聴
取
率
は
把
握
し
づ
ら
く
な
っ
た
。
青
樹

さ
ん
は
「
以
前
は
手
紙
も
多
く
、
確
か
な

反
響
を
実
感
で
き
た
が
、
今
は
ネ
ッ
ト
の

反
応
が
数
行
だ
け
。
フ
ァ
ン
の
存
在
を
感

じ
て
も
、
番
組
の
効
果
に
つ
い
て
具
体
的

な
数
で
関
係
者
に
示
し
づ
ら
く
な
っ
た
」

と
話
す
。

番
組
の
終
了
を
惜
し
む
声
は
少
な
く
な

い
。
北
京
在
住
の
女
性
、
王
魏
超
さ
ん

(

)
は
番
組
開
始
時
か
ら
の
フ
ァ
ン
だ
。

中
学
時
代
は
物
静
か
だ
っ
た
が
、
ラ
ジ
オ

で
偶
然
放
送
を
耳
に
し
て
日
本
に
親
し
み

を
感
じ
、日
本
留
学
を
実
現
さ
せ
た
。「
明

子
さ
ん
か
ら
新
し
い
世
界
を
教
わ
っ
た
の

に
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な
い
。

王
さ
ん
に
よ
る
と
、
中
国
で
の
韓
流
ブ

ー
ム
に
伴
い
、
日
本
の
音
楽
や
ド
ラ
マ
が

北
京
で
話
題
に
な
る
こ
と
は
減
っ
た
。「
中

国
と
日
本
の
関
係
が
冷
え
込
ん
で
か
ら
、

日
本
の
人
気
ス
タ
ー
も
中
国
に
来
な
く
な

り
、
日
本
の
音
楽
も
遠
く
な
っ
た
と
感
じ

る
」
と
懸
念
す
る
。

「
東
京
音
楽
広
場
」の
開
始
に
協
力
し
、

自
ら
も
地
方
都
市
で
日
本
文
化
を
紹
介
す

る
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
て
い
た
朱
根
全

さ
ん
(

)
は
「
日
中
関
係
の
悪
化
で
中
国

メ
デ
ィ
ア
が
日
本
関
連
番
組
を
自
粛
す
る

中
、
青
樹
さ
ん
の
番
組
を
続
け
て
ほ
し
い

と
の
声
は
強
く
、
本
来
日
本
政
府
な
ど
が

支
援
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
番
組
が

な
く
な
れ
ば
、
日
本
フ
ァ
ン
の
よ
り
ど
こ

ろ
が
一
つ
失
わ
れ
る
。
中
国
で
は
一
度
終

了
し
た
ら
同
じ
よ
う
な
番
組
を
ま
た
始
め

る
の
は
相
当
難
し
い
」
と
話
す
。
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